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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画連携係　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

　当技術センターでは中小企業の皆さんの技術基盤の強化や技術者の養成、新規事業の展開、他社の技術者との情報交換や交流等に
役立てていただくため、各技術分野のセミナーや講習会、各種の技術研究会を開催しています。今年度の実施予定は下表のとおりです。
　それぞれの詳しい内容や開催日時は決まり次第、当センターのホームページやメールマガジンでお知らせしていきます。

企画連携課
mail：kikaku@kptc.jp
TEL：075-315-8635

基盤技術課
mail：kiban@kptc.jp
TEL：075-315-8633

応用技術課
mail：ouyou@kptc.jp
TEL：075-315-8634

中丹技術支援室
mail：chutan@kptc.jp
TEL：0773-43-4340

けいはんな分室
mail：keihanna@kptc.jp
TEL：0774-95-5050

基盤技術課 材料評価係
mail：kiban@kptc.jp
TEL：075-315-8633

応用技術課 電気通信係
mail：denki@kptc.jp
TEL：075-315-8634

応用技術課 電気通信係
mail：jisso@kptc.jp
TEL：075-315-8634

中丹技術支援室
mail：chutan@kptc.jp
TEL：0773-43-4340

けいはんな分室
mail：keihanna@kptc.jp
TEL：0774-95-5050　

担当/問合せ先開催時期

7月当センターで取り組んでいる研究開発や調査研究などの成果の発表会です。研究者との
意見交換など交流の場もあります

中小企業技術センター
研究成果発表会

6月,10月,1月情報システムを活用した業務効率化等のための最新技術や動向に関するセミナー。関連
団体との連携により企業の情報化を支援します。企業情報化支援セミナー

5月～3月（5回）デザインを切り口にブランディングとマーケティングの概要を学ぶセミナーと自社の課
題を掘り下げるワークショップです。

マーケティング
＋デザインゼミナール

5月,6月,7月,10月,
11月,12月,3月

初心者に起こりやすい失敗、業務で使う撮影テクニックなど実習を交えながら、編集時に
困らない撮影、機材選びまで基本を学びます。映像制作技術講座

9月,10月,11月設計・製図に必要な材料･加工等の知識や寸法公差・幾何公差の知識を習得する講座で
す、設計技術力の高い人材の育成を図ります。機械設計基礎講座

8月,11月,2月三次元CAD、３Ｄプリンタ、３Ｄスキャナ等、３Ｄ技術とその周辺技術の最新動向を紹介し、
製品開発力の向上と人材育成を支援します。3D技術活用セミナー

10月新機能材料・表面処理技術・精密加工技術・計測評価技術・情報処理技術などの先端的技
術情報に関するセミナーです。

ものづくり
先端技術セミナー

10月,1月新しい機能材料・加工技術・分析技術などの情報を提供。また、国際的化学物質規制、国内
の環境関連法令への対応を支援します。化学技術セミナー

6月,10月,2月５Ｇ通信などのマイクロ波・ミリ波や電磁ノイズ対策（EMC）など、電磁波に関する様々な
技術に関するセミナーです。電磁波技術セミナー

6月,12月光関連技術分野の製品開発や、新規分野に進出を図りたいと考えている企業を対象に、
光関連技術のトレンドや話題の提供を行います。光ものづくりセミナー

12月電子部品等の実装において、各社の課題となっている事象の解決を目的に、現場の実情
に応じた実習をメインにしたセミナーです。

実装技術
スキルアップセミナー

7月,10月,2月新しい食品バイオ技術、食品市場動向から見る技術開発の方向性等の内容に関する講演
会を開催し、新しい技術情報等を提供します。食品バイオ技術セミナー

9月,3月表面処理技術や評価技術、話題の製品や材料、加工技術等の情報を提供。また大学等の
研究シーズを発信し連携の可能性を探ります。表面技術セミナー

10月～12月
（7回連続）

デジタルトランスフォーメーション（DX）を進める上で不可欠な基礎知識とプログラミン
グを試作ボードを使って学ぶ実習中心のセミナーです。IoT実習セミナー

9月～10月（4回）技術者自らが当センターの機器類を操作、活用してより多くの評価を行い、生産現場での
問題解決の幅を広げる実習形式のセミナーです。機器操作・活用セミナー

機械科37回
電気科37回

基礎技術力を高め若手技術者の養成を図るため、機器類を実際に操作して実施する研修
です。機械科コースと電気科コースがあります。工業技術研修

6月～8月（9回）ものづくりの現場における生産管理力の向上と、製品の信頼性向上のために重要な品質
管理の知識を習得する講座です。品質管理（QC）講座

6月～9月（14回）ものづくりに必要となる基礎的な知識を体系的に学ぶ講座です。今年度は工業材料に関
する講座を開催します。産業人材育成基礎講座

7月,10月,12月,
2月

京都大学宇治キャンパスにある化学研究所、エネルギー理工学研究所、生存圏研究所、防
災研究所との産学交流会です。

京都大学宇治キャンパス
産学交流会

概　　　　　　要名　　　称

令和６年度に開催する 技術セミナー・講習会、研究会のご案内     技術
センターから

■開催予定の技術セミナー・講習会

担当/問合せ先
現場で活きる分光分析に関する系統的かつ高度な知識とノウハウを兼ね備えた“ものづくり技術人材の育成”
を支援し、ものづくり企業の技術力の向上と製品開発の後押しを図るための研究会を開催します。★日常の業
務で分光測定機器を使用している方や分光分析技術を幅広く習得したい方におすすめです。

ものづくり
分析評価技術研究会

幅広い光関連技術分野毎の業界の動向・ニーズについて情報交換を行い、企業間連携の促進、課題に応じた共
同研究の立ち上げ等のマッチングを支援します。★光技術に関連することを幅広く習得したい方や、光関連企
業と連携を考えている方におすすめです。

京都光技術研究会

電子機器の生産に深く関わる接合・実装技術を中心に、生産現場の高度化のために必な課題や各社が抱えてい
る共通の課題の解決を目的とした、セミナーやワーキンググループ活動を行います。★実装技術に関して慢性
的にお悩みの方や、実装技術の情報を求めている方におすすめです。

京都実装技術研究会
※右ページで紹介しています

開発プロセス（設計－試作－評価）でのCAE等ツールの活用を体感できる研究会活動を通して、中小企業のも
のづくり現場におけるフロントローディングを後押しします。★自社の課題にシミュレーションを使用したい方
や、デジタルデータの活用を習得したい方におすすめです。

デジタル
マニファクチャリング
研究会

KICKに導入されている映像関連機器、工業製品の設計開発支援機器を活用し、技術開発、市場開拓、人材育成
等について、けいはんな地域の企業、研究所、大学等と連携して新技術開発と市場開拓のための研究会を実施
します。★「仮想現実空間ビジネス技術」分科会では、VR、メタバースなど「仮想空間」の一般的な情報共有だけ
ではなく、具体的なビジネス展開や製品開発まで、技術検証や解決策をテーマごとに実践できます。

けいはんな
技術活用研究会

概　　　　　　要名　　　称
■会員を募集している研究会

ホームページ（セミナー・講習会、研究会）
https://www.kptc.jp/p_jinzai/

メールマガジンの配信登録
https://www.kptc.jp/p_kankoubutsu/p_mandtnewsflash/

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気通信係　TEL：075-315-8634  E-mail：jisso@kptc.jp

　京都実装技術研究会は、昭和62年に発足し、電子機器の生産に深く関わる基盤技術である接合・実装技術を中心に、生産現場の
高度化のために必要な課題や各社が抱えている共通の問題をテーマにした研究会活動を行い、技術水準の向上に努めています。本
記事では京都実装技術研究会の令和５年度の活動についてご紹介します。

京都実装技術研究会について 令和５年度の活動をご紹介します 技術
センターから

京都実装技術研究会では、各分野のトップランナーをお招き
して最新の情報について学ぶセミナーを開催したり、はんだ付
けの実習や工場見学会を実施しています。
セミナーは実習が伴うものを除き、Webを使った参加と会
場での参加のどちらも可能なハイブリッド形式で実施していま
す。各例会に合わせて会員同士の交流を目的とした懇親会も
開催しています。
令和５年度の活動について下記のとおり実施しましたのでご
紹介します。詳細については京都実装技術研究会のHPからご
確認いただけます。令和6年度も引き続き、活動予定ですので
ぜひご入会ください。

毎年、年度頭初に開催するオープニングセミナーは会員以
外の方にも無料でご参加いただけます。
ご興味のある方は事務局（応用技術課 電気通信係）までお気
軽にお問い合わせください。

講師：津田 建二 氏/国際技術ジャーナリスト・News＆Chips編集長
セミコンポータル編集長

　世界の半導体は今、どのような方向に向いているのか、それに
対して日本の立ち位置はどうなっているか。世界のヒントと今後の
半導体のあるべき姿について

●第1回例会／オープニングセミナー　令和5年５月３０日
世界半導体産業・技術の流れと日本の立ち位置

講師：河合 一男 氏/実装技研 実装技術アドバイザー
淺野 光一 氏/アントム株式会社

 簡易マスク（紙製）を作製してはんだ印刷、リフローを交えた、温度
プロファイルの設定や仕上がりの確認について

●第2回例会　令和5年７月２０日・２１日
リフロー炉　実演講習

　株式会社堀場製作所様及び関連事業所の工場を訪問し、実装
の現場や設備などを見学させていただきました。
見学先：株式会社堀場製作所 本社・びわこ工場

株式会社堀場エステック
株式会社堀場アドバンスドテクノ
株式会社堀場テクノサービス

●工場見学会　令和6年1月19日
HORIBAグループ見学会

講師：酒川 友一 氏/株式会社ジャパンユニックス
　こて付け及びレーザーはんだ付工法の特徴、市場の評価、並び
に日々進歩している最新のはんだ付け技術動向について

●第3回例会　令和5年１０月１２日
①レーザーはんだ付け技術とその最新動向

講師：嘉登 浩一 氏/ユニテンプジャパン株式会社　代表取締役
　ギ酸還元リフロー技術の利点であるボイドレス、フラックスレス
はんだリフローについて

②フラックスを使用しない、ギ酸還元リフローの利点

講師：植木 竜佑 氏/株式会社クオルテック
高橋 政典 氏/株式会社クオルテック

　はんだクラックの発生原因や評価方法、ＡI・ディープラーニング
技術を活用したはんだ不良解析方法について

●第４回例会　令和6年２月９日
はんだボイド／クラック進展と深層学習を利用した
新規解析方法

応用技術課　電気通信係

オープニングセミナーの様子（5月30日）

はんだ付け実習の様子（1月30日）

講師：河合 一男 氏／実装技研 実装技術アドバイザー
岩田 智寛 氏／双和電機株式会社
岡本 和也 氏／双和電機株式会社

　初心者から経験者までを対象に当研究会オリジナルの練習用
基板を使用して、手はんだ付けの実習を行いました。

●実装技術スキルアップセミナー　令和6年1月30日
はんだ付け実習


